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臨床研究の実施に関する情報公開 

2024 年 7 月 12 日 

掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センターでは、臨床研究倫理審査委員会の承認を得て下記

の臨床研究を実施します。関係各位の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

研究課題名 食物蛋白誘発胃腸炎（FPIES; food protein induced enterocolitis syndrome）の

予後に関する後方視的観察研究 

研究の対象 2008 年 1 月 1 日～2023 年 6 月 31 日の間に、食物経口負荷試験にて FPIES と

診断された方 

研究の期間 研究機関の長による承認後 ～ 2025 年 3 月 31 日 

研究の目的・

方法 

FPIES と確定診断された児に対して、多施設共同後方視的観察（症例対照）研究に

よって、予後を明らかにします。 

研究に用いる

情報の種類 

対象となる患者さんの診療録（カルテ）から次の情報を調査します。 

・背景因子（年齢、性別、既往歴および家族歴 等） 

・臨床データ（血液検査、皮膚プリックテストの結果 等） 

試料・情報の

提供を行う機

関の名称及び

その長の氏名 

中東遠総合医療センター 

院長 宮地 正彦 

研究代表者 中東遠総合医療センター（小児科） 早野聡 

共同研究機関 浜松医科大学（小児科） 夏目統 

浜松医科大学（小児科） 安岡竜平 

浜松医科大学（小児科） 加藤由希子 

浜松医科大学（小児科） 犬塚祐介 

聖隷沼津病院（小児科） 幸田昌樹 

情報の管理者 院長 宮地 正彦 

研究の拒否 

患者様又は患者様の代理の方が、この研究のために情報が使用されることにご了

承いただけない場合は、問合せ先までご連絡ください。除外の申し出により不利

益を被ることは一切ありません。ただし、すでにデータ化された場合は除外でき

ませんのでご了承ください。 

個人情報保護

について 

本研究に関わる関係者は、研究対象者の個人情報保護について、適用される法令、

条例を遵守します。また研究関係者は、研究対象者の個人情報およびプライバシ

ー保護に最大限の努力を払い、本研究を行う上で知り得た個人情報を正当な理由

なく漏らしません。研究関係者がその職を退いた後も同様とします。 

問い合わせ先 

◆その他、この研究に関するお問合わせ、苦情等ございましたら下記へご連絡く

ださい。 

掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター 

所属 小児科  氏名 早野聡 

電話 0537-21-5555（代表） 

 


